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海底遺跡ミュージアム構想

小値賀島周辺海底遺跡見学会

　海底にも貴重な文化遺産が数多く眠っています。

しかし、それらの多くはふつう目にすることがで

きません。そのため、人知れず破壊され、すでに

失われたものも少なくありません。

　私たちはこれまでそうした海底の遺跡の調査や

研究を行ってきました。そして、より多くの人た

ちに海底の遺跡を知ってもらうために海底の遺跡

をまるごと野外博物館とする構想をかかげました。

これが「海底遺跡ミュージアム構想」です。海底

遺跡をとおして、海とともにあった生活や海を介

した交易の姿を想像して頂きたいと思います。

　構想の実現に向けた最初の試みの場として、小

値賀島を選び、まず海底の遺跡や遺物、調査の様

子を実際に多くの人に見て頂こうと考えました。

それが今回、実施する海底遺跡見学会です。

　小値賀はとても美しい島です。海底遺跡はもち

ろんですが、自然の海の美しさを堪能して頂き、

一人でも多くの人が海底の遺跡に関心を持ち、我々

の構想に賛同して頂けることを願っています。

	 	 NPO法人アジア水中考古学研究所

　

目的 & 概要

Telephone Number List
歴史民俗資料館　	 0959-56-4155

若者交流センター	 0959-56-3979

小値賀町役場総務課	 0959-56-3111

公民館			   0959-56-3838

診療所			   0959-56-4111

小値賀警察官駐在所　	 0959-56-2110

佐世保市西消防署小値賀出張所　0959-43-3119

丸まタクシー		  0959-56-2337

九州商船（小値賀）	 0959-56-3135

	 →フェリーなるしお、えれがんと１号

野母商船（小値賀）	 0959-56-2821 →フェリー太古

美咲海送（佐世保）	 0956-42-5607

	 →フェリー美咲、ふえにっくす

小西旅館　		  0959-56-3145

　この「海底遺跡見学会の開催と水中考古学の推進」事業は競

艇の交付金による日本財団の助成金を受けて実施します。

■ 陸上の遺跡では雨天中止となりますが、水中の遺跡

では中止となりません。雨具は必携です。

■ 一方、風や波があると、快晴であっても中止とさせ

て頂きます。

■ また、船に酔いやすい方は酔い止め薬を忘れずに。

■ 天気が悪いと水中も暗くなり、見づらくなります。

その点はご容赦を。

■ 船上見学コースは、小値賀島の陸上の遺跡見学を準

備しております。運動靴等しっかりした履物をご準備

ください。

■ 海は日光や照り返しが強く、帽子、長袖、長ズボン、

日焼け止めの準備をお忘れなく。

■天候や海況によっては計画が変更になったり、中止

することがあります。

■船が欠航することもありますので、旅行日程には余

裕をお持ちになってください。

■緊急時、事故発生時はスタッフまで。

宿泊所 & 講座会場

25 日（土）　

中潮　（満潮 5:54,19:46、干潮 0:42,12:43）

（日出 5:52　日入 18:59）　（月出 17:01　月入 3:01）

26 日（日）　

大潮　（満潮 7:00,20:19、干潮 1:28,13,32）

（日出 5:53　日入 18:57）　（月出 17:42　月入 4:09）

潮汐データ

注意事項

NPO 法人アジア水中考古学研究所

810-0001

福岡市中央区天神４丁目 5 番 10 号

チサンマンション第２天神 1110 号

　　TEL & FAX 092-725-0171

http://www.h3.dion.ne.jp/~uwarchae

kosuwa@h6.dion.ne.jp

※必ずお読みください。
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8 月 26 日の潮汐グラフ

若者交流センター（若者でなくても泊まれます。）

857-4702

長崎県北松浦郡小値賀町前方郷 354 番地　TEL0959-56-3979



OJIKA MAP (showing historical & archaeological sites)

小値賀島史跡地図

（国土地理院発行 2 万 5 千分の１地形図から）
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山見沖海底遺跡

前方湾海底遺跡

見学ポイント①　クスクリ崎沖

見学ポイント③　赤丸瀬

見学ポイント④　山見沖海底遺跡

見学ポイント②　波止場？？　船着き場？？

　水深 10 ｍ前後で、湾の奥のため大潮でも潮流の心配はありません。ク
スクリ崎より延びた根に沿ってゴロタ石が集積し、周辺は砂底質にゴロタ
石が点在しています。折れた碇石が２本あり、周辺には平安～鎌倉時代初
め頃の中国陶磁器が多く発見されています。ガンガゼが多く、中性浮力と
着底場所には注意が必要です。

　赤丸瀬の南西側、水深６ｍ前後で、砂底質に岩が点在し海藻が多く生え
ています。元々１本だった碇石が中央部で折れて 5m 離れてあります。前
方湾に出入りする船が、座礁を避けるために投錨したものでしょうか？ 湾
の開口部にあり、潮流には注意が必要です。

　唐見崎の南東沖、水深は５ｍ以下で、瀬や根が多く点在します。日本の
戦国時代～江戸時代初め頃のタイ産の壺類が多数散在し、中国の陶磁器も
発見されています。野崎島との海峡にあり、普段でも潮の流れが強く、大
潮時の調査は困難を極めました。

　前方湾に面する「地の神島神社」の参道を下りた先は前方湾の海であ
り、その先はさらに野崎島の「沖ノ神島神社」に向かっています。いつ
の時代のものかわかりませんが、参道の脇には石垣を築いた波止場のよ
うなものが残っています。船で参拝しに来るためのものでしょうか。

①

②

③

④

前方湾

（国土地理院発行 2 万 5 千分の１地形図から）

SATURDAY SCHEDULE　8/25（土曜日）１日目スケジュール

SUNDAY SCHEDULE　8/26（日曜日）　２日目スケジュール

11:00 〜 12:00

12:00 〜 13:00

13:00 〜 14:00

14:00 〜 17:00

17:00 〜 19:30

19:30 〜 21:30 水中考古学講座・ビデオ上映会

　（若者交流センター研修室）

夕食（旅館等にお泊まりの方はそちらでお食事を）

昼食（事前に予約が必要です。）

受付／小値賀町歴史民俗資料館見学

開会式　説明会（若者交流センター）

チェックダイブ 島内遺跡見学

フェリー太古（4:50 着）、フェリー美咲（9:40 着）、えれがんと１号（10:35 着）

船の到着時間をお知らせ頂いた方については港までお迎えに上がります。

取り残された方、予定船が欠航となった方はご連絡を！（歴史民俗資料館　0959-56-4155）

07:00 〜 08:00

08:00 〜 12:00

12:00 〜 13:00

13:00 〜 16:30

16:30 〜 17:00

26 日　フェリー美咲（17:50 発　佐世保 20:50 着）
　　→佐世保 21:30 発高速バスに乗り継げば何とかその日のうち（23:24 着）に福岡へ帰られます。

翌 27 日　フェリーなるしお（07:45, 14:05 発）、高速船えれがんと１号（10:40 発）、ふえにっくす（14:35
発）、以上は佐世保行。福岡行はフェリー太古（13:40 発）

閉会式

クスクリ崎沖

朝食（旅館等にお泊まりの方はそちらでお食事を）

昼食（事前に予約が必要です。）

赤丸瀬碇石 赤丸瀬碇石

山見沖海底遺跡

時間が余れば、島をクルージング時間が余れば、島をクルージング

クスクリ崎沖

　器材のチェックを兼ねて、プロの
インスロラクターがチェックいたし
ます。

お疲れさまでした。
アンケートの回収に御協力ください。

MONDAY　8/27（月曜日）

　小値賀町の学芸員が島内のいくつかの
遺跡を案内いたします。

　事務局の紹介、見学会の説明を行います。特
に安全面に関する説明を行います。

　受付後、小値賀町歴史民俗資料館を各自、自由見学。
質問があれば学芸員にお尋ねを。丁寧に説明しても
らえます。

　水中考古学や小値賀島を紹介する講座とビデ
オ上映を行います。

集合時間／集合場所　11：00 ／小値賀町歴史民俗資料館

　水中 CCD カメラで海底の様子や調査
再現風景を覗きます。

　プロのインストラクターと水中考古学
者の案内で、海底の碇石や調査再現風景
を観察します。

潜水見学コース 船上見学コース

　潮の状態がよければ潜水して、碇
石の見学をします。

　潮の状態がよければ潜水し
て、箱眼鏡で碇石を見ます。

　潮の速さを見てください。


